
社会福祉法人　よさみ野福祉会

2024 年度　事業報告

[1] 福祉会の実施事業について

よさみ野福祉会として、当該年度に行った事業の概要は以下の通りとなる。

1 障害福祉サービス　生活介護
2 障害福祉サービス　共同生活援助
3 障害福祉サービス　特定計画相談事業
4 障害福祉サービス　短期入所事業
5 実習・ボランティア等受入

[2] 生活介護事業について

1 実施場所（２か所）

よさみ野障害者作業所 （定員30）
第2よさみ野障害者作業所 （定員15）

2 定員および利用実績について

(a) 定員 45 名 昨年( 45 )
(b) 利用者数 43 名 ( 41 )

(c) 開所日数 254 日 昨年( 254 )
(d) 延利用者数 9904 人 ( 9717 )
(e) 平均出席率 90.68 ％ ( 93.02 )
(f) 平均障害程度区分 5.28 ( 5.23 )

[3] 共同生活援助事業について

1 実施場所（２か所）

ぽむ （定員5）
こりす （定員4）
らんぷ （定員4）

2 定員および利用実績について

(a) 定員 13 名 昨年( 13 )
(b) 利用者数 13 名 ( 13 )
(c) 開所日数 365 日 ( 366 )
(d) 延利用者数 4171 人 ( 4177 )

（内 ぽむ 1459 人） ( 1456 )
（内 こりす 1446 人） ( 1453 )
（内 らんぷ 1266 人） ( 1268 )

※　利用者については、年度当初の41名から7月に2名が加わり、43名となった。

※　開所日数は前年と同じものの、７月から名の利用者が増えたことで延べ利用者数は
増加することになっている。平均出席率、また平均障害程度区l分についても、若干の上
下はあるものの依然、高い水準を維持していると考えられます。



(e) 平均利用率 87.9 ％ ( 87.79 )
（内 ぽむ 79.95 ％） ( 79.56 )
（内 こりす 99.04 ％） ( 99.25 )
（内 らんぷ 86.71 ％） ( 86.61 )

(f) 平均障害程度区分 5.25 ( 5.06 )
（内 ぽむ 5.53 ) ( 5.38 )
（内 こりす 5.00 ) ( 4.75 )
（内 らんぷ 5.22 ) ( 5.04 )

[4] 短期入所事業について

1 実施場所（１所）

らんぷ （定員4）

2 定員および利用実績について

(a) 定員 4 名 昨年( 4 )
(b) 利用者数（名簿） 19 名 ( 18 )
(c) 開所日数 254 日 ( 293 )
(d) 延利用者数 949 人 ( 1033 )
(e) 平均利用人数(1日) 3.7 人 ( 3.5 )
(f) 平均障害程度区分 5.15 ( 5.05 )

[5] 特定計画相談事業について

1 実施場所 よさみ野障害者作業所

2 利用実績

(a) 利用者数（名簿） 41 名 昨年( 40 )
(b) 開所日数 254 日 ( 254 )
(c) 延利用者数 217 名 ( 210 )

　　※利用支援あるいは継続支援の利用のあった回数
（内　利用支援 39 ） ( 37 )
（内　継続支援 178 ） ( 177 )

(d) 加算算定数 449 回 ( 438 )

※共同生活援助においてはメンバーの変更はなく、また、おおむね想定された利用状
況であったため、昨年とほぼ同様の結果に落ち着いている。
　各共同生活住居ごとに平均利用率に差異が見られるのは、週末などでの帰省の状況
の有無を反映したものになっている。

※短期入所においては、新たに利用者を迎えたものの、一部の利用者についてはグ
ループホームやケア付き住宅などの住居型支援への移行が見られ、実際の利用者数は
減少の傾向にありました。しかしながら、平均障害程度区分が若干ながら上昇しているこ
とから、利用者個々への支援に配慮が必要になるケースが増えていることも全体での利
用数（件数）の減少につながっているのではないかと考えられます。

※年度内での利用者名簿（総数）では、当初38名から3名の追加、2名の契約解除があ
り、年度末の名簿人数は39名となった。利用および継続支援を中心としながら、関係事
業所や医療機関との連携を強め、各種加算の算定をも積極的に行っている。



[6] 行事等の開催あるいは参加について

1 行事への参加

12月21日 合同クリスマス会 一昨年( 12月9日 )
3月7日 日帰りバス旅行１

3月19日 日帰りバス旅行２

2 販売（授産）

(a) 区役所販売（毎月　第１・３月曜日） 実施回数 20 回
(b) なごみ（毎週木曜日） 実施回数 46 回

(c) 他 10月26日 住吉区民まつり

[7] 実習・ボランティア等受入

1 介護体験実習等（大学生・介護・教職課程）

実習参加者 23 名 昨年( 1 )
延べ実習日数 161 日 ( 3 )

2 利用体験実習

実習参加者 1 名 昨年( 3 )
延べ実習日数 1 日 ( 6 )

[8] 職員関係

1 雇用職員

管理者・サービス管理責任者 4 名
（相談支援専門員１名含む）

（生活介護） 常勤 非常勤 他と兼務
生活支援員 21 名 12 9 5
調理員 2 名 2
医師 1 名 1
看護師 1 名 1

（共同生活援助） 常勤 非常勤 他と兼務
生活支援員 7 名 2 5 5
世話人 9 名 1 8 5

（短期入所） 常勤 非常勤 他と兼務
生活支援員 5 名 1 4 5

2 実施職員研修

年間研修回数 23 回
延参加人数 32 名

（新人研修関係 1 回 1 名）
（人権研修関係 5 回 6 名）
（支援研修関係 8 回 8 名）
（実務研修関係 4 回 12 名）
（運営研修関係 2 回 2 名）
（地域福祉研修関係 回 名）

（サビ管／更新関係 3 回 3 名）



[9] その他、年度を通して

　本年度は３年ぶりの報酬改定に当たっており、細かな変更だけでなく、新設の加算、また要件が追加さ

れたことで年度当初から多大な事務負担をかかえることとなりました。特に大きな変更であった重度障害

者支援加算の取得に当たっては、必須要件としてのガ該当研修の履修などがあり、年度後半になるまで

実際の取得には至らなかったという経緯があります。

　それだけでなく、基本報酬についても実際の支援時間ごとに細分化されるなど、大きな変更がありまし

た。当初の試算では、獲得報酬の増加が見込まれており、新たに迎えた職員の処遇補償のための裏付

けの1つとなっています。

　一方で法人内ではBCP（業務継続計画）の具体化のための動きを進めており、年度内には各施設での

耐震補強、防災機器の購入、備蓄備品の確保などを行っています。

　コロナ過がひと段落した中で、職員の確保、研修の拡充、防災、行事等の再開など、いくつもの分野で

改善や発展の方向で推移していると思われます。


